
第２章

最小２乗法と決定係数
練習問題



問1

決定係数R2は(    a    )から(    b    )までの値をとり、
(    c     )に近いほど当てはまりがよく、(   d   )に近
いほど当てはまりが悪いとされます。

1. (a) 0、(b) 1、(c) 1、(d) 0

2. (a) -1、(b) 1、(c) 1もしくは-1、(d) 0

3.  (a) -1、(b) 1、(c) 1、(d) -1

4. (a) -10、(b) 10、(c) 10もしくは-10、(d) 0

答え：1

参照節:2.6節



問2

モデルをY = α + β Xとしたとき、係数βの解釈
として適当なものを選びなさい

1. Xが1単位変化するとYはβ単位変化する

2. Xが1％変化するとYはβ%変化する

3. Xが1単位変化するとYは100×β%変化する

4. Xが1%変化するとYは0.01×β単位変化するか

答え：1



問3 被説明変数Yを子供の身長(cm)、説明変数Xを
両親の平均身長(cm)としたOLS推定をすると、次の
関係式が得られた。

𝑌 = 58.41 + 0.661𝑋

両親の平均身長=(父親身長+1.08×母親身長)/2

父親の身長が172.6cm、母親の身長が155cmとし

たとき、息子の身長は何cmと予測されるか。

答え：170.78、参照節：2.6節の例2-4

170cm(=(172.6+1.08×155)/2)から、息子身長は
170.78cm(=58.41+0.661×170)と計算できる

なお、娘の身長なら158.13(=170.78/1.08)。



問4

<複数回答>回帰係数βの最小2乗推定量を表す式
をすべて選択しなさい。

答え：1、2、3

参照節：2.3.1節、2.3.2節、補足(OLS推定量導出)



問5 決定係数が大きい順に図を並べた組み合わせを選びなさい。なお、実線は回帰直
線を表している。

1. (a)、(c)、(d)、(b)

2. (a)、(d)、(c)、(b)

3. (b)、(d)、(c)、(a)

4. (d)、(c)、(b)、(a)

答え：1

回帰直線の傾き መ𝛽が0となっている図では、決定係数はちょうど0となる。これは決
定係数の別表現である次式から明らかである(練習問題2.3参照)。

𝑅2 = መ𝛽2
σ𝑖=1
𝑛 (𝑋𝑖 − ሜ𝑋)2

σ𝑖=1
𝑛 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2



問6-9 コンビニ店長は、気温X（度）と冷麺の売り上げ個数Yに
関係があると考えて、4日分のデータを収集した。集計の結果
ሜ𝑌 = 16.25、 ሜ𝑋 = 28、σ𝑖=1

4 (𝑋𝑖 − ሜ𝑋)2 = 160、σ𝑖=1
4 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2 =

176.75、σ𝑖=1
4 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)(𝑋𝑖 − ሜ𝑋) = 168となった。売り上げ個数Y

とし、気温XとしたOLS推定をした。

①係数βはいくつと推定されるか。

②定数項αはいくつと推定されるか。

③気温Xが31度なら売り上げ個数Yはいくつと予測されるか。

④決定係数はいくつとなるか。

答え

①βは1.05(=168/160)と推定され、気温Xが1度上がると売り上げ個数Yは1.05個増加する

②定数項αは-13.15(=16.25-1.05×28)と推定される。

③気温が31度なら売り上げは19.4個(=-13.15 + 1.05×31)となる。

④決定係数の公式から0.998となる

𝑅2 = መ𝛽2
σ𝑖=1
𝑛 (𝑋𝑖 − ሜ𝑋)2

σ𝑖=1
𝑛 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)2

= (1.05)2
160

176.75
= 0.998

𝑅2 =
σ𝑖=1
𝑛 (𝑋𝑖−

ሜ𝑋)(𝑌𝑖 −
ሜ𝑌)

2

σ𝑖=1
𝑛 (𝑋𝑖−

ሜ𝑋)2σ𝑖=1
𝑛 (𝑌𝑖 −

ሜ𝑌)2
=

168
2

160 × 176.75
= 0.998



問10

ある駅周辺の家賃(万円)をYとし、敷地面積(平米数)をXとする。
10物件の情報を集めた結果、 ሜ𝑌 = 20、 ሜ𝑋 = 47、
σ𝑖=1
10 (𝑋𝑖 − ሜ𝑋)2 = 2100、σ𝑖=1

10 (𝑌𝑖 − ሜ𝑌)(𝑋𝑖 − ሜ𝑋) = 420となる。被
説明変数を家賃Y、説明変数を敷地面積XとしたOLS推定の結
果から、αとβの値はいくつと推定されるか。

答え

βは0.2(=420/2100))、αは10.6(=20-0.2×47)と推定される。
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